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研究概要

擬リーマン多様体 M はラプラス作用素 ∆M =
div ◦ gradと呼ばれる 2階の特別な微分作用素を
有する. M がコンパクトなリーマン多様体の場

合には, ∆M のスペクトル的性質として, 例えば
∆M の固有値の重複度が有限である事が知られて

いるが, M が非リーマンの場合にはM がコンパ

クトであっても固有値の重複度は有限にも無限に

もなり得る. この様に∆M のスペクトル的性質は

一般には未開拓である.
さて, 局所半単純対称空間 M = Γ\G/H は擬

リーマン多様体の重要なクラスを占める. ここで
G/H は半単純対称空間, Γ は G の離散部分群で

G/H に固有かつ固定点自由に作用するものであ

る. 小林俊行は 1980 年代後半から非リーマンで
もよい局所半単純対称空間M 上の大域解析の研

究を創始した. 2016年には Fanny Kassel との共
著論文でM の離散スペクトラムの概念を提唱し,
非リーマン特有の現象として安定離散スペクトラ

ムを発見した.
この様な背景で, 本年度は離散スペクトラムの
重複度についての研究を志した. その際, 低次
元の最も簡単な場合である 3 次元の局所反ド・
ジッター空間 Γ\SO(2, 2)/SO(2, 1) の場合を調
べ上げる事をひとまずの目標として設定した.
この設定では離散スペクトラムとはラプラス作

用素の L2 固有値全体からなる集合の事である.
SO(2, 2)/SO(2, 1) のある球関数の族の Γ に関す
る Poincaré級数の一次独立性を考察する事で, 任
意の Γ に対して局所反ド・ジッター空間の離散
スペクトラムの重複度が非有界である事を証明し

た. さらにこの研究の過程で, 上述の安定離散ス
ペクトラムに対して, その重複度と呼ぶべき概念
を導入し, その非有界性を証明した.
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FMSPの活動への参加
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社会数理実践研究では材料班に所属し,「Rie-
mann 幾何から擬 Riemann 幾何へ」という
観点から結晶群の概念を一般化し, 群によっ
て統制される R3 内の離散的分布で新しいも

のを構成する試みを行った. 目的を完遂する
ことは出来なかったが結晶群の分野へ新しい

視点を持ち込めたと考えている.
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FMSP から旅費を援助頂き参加した. 簡約
群, 可解群, 有限群等, 様々なクラスの群に
関する萌芽的な内容も含めた様々な研究に触

れ, また自らの研究成果も報告した.
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